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D .広 葉樹 天然 生林 の解 析

柿 原 道 喜 ・ 今 田 盛 生

題 中 玄 三

北海道演習林に診け る広葉樹天 然生林 は、 ミズナ ラを主 とす る老令過熟林分、優 良二次林 と、

ミズナラ、 イタヤ カエデ、 シナノキ、 ヤチダモ、 ニ レ類、 エン ジュな どを主 とす る蓄積、形質 と

庵に不 良な疎悪 天然生 林に大別され、前者 にっ いては二次林作業が行 なわれ、後者 について は針

葉樹人工林へ の林 種転換 が急速 にすす め られ てい る。本研究は、後者 の林分を研究対象 として、

その実 態を明 らかにする ことに よ 参今後の施業上 の指針 にす る とともに、将来 は解消され るであ

ろ う演習林設立 当初 の天然生林 の林分横成 を記録 に とどめる こ とを 目的 とす るもの であって、本

年 度e{cas一い ては、最近、数年間 に調査 され た32個 の伐区について、その実 態の解 析を こころみ

た。 その結果 は次の とお りであ る。

3.ha当 り平均本数は567本(最 大589本 、最少185本)、 『z均材積 は98.68㎡(

最 大15Z52㎡ 、 最少45.58㎡)で ある。

2.そ の うち用材 の占める割合は、本数でZ9%、 材 積で52.8%で あ る。

5.径 級 別本数歩合は、20伽 未満の ものが ア6%と 大部分を 占め、径 級が大 き くな るに した

が って漸減す る。 これ に対 し、径級別材 積歩合は、31～50emの ものがq1.6%と も っと

も多い割合を 占めてい る。

4.樹 種別本数割合 をみ る と、 もっ とも多いのはイ タヤ カエデ(19 .1%)で 、 以下、 シナノ

キ、 エンジュ、 ニレ類、ヤチダモ、 ミズナ ラの順にな っているoこ れを用材 のみについてみ

ると、 もっ とも多いのは ミズナ ラで、以下 、シナノキ、 晶 レ類、 イタヤカエデ、 ヤチダモ、

センノキの順 とな るo


